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日本語母語者のための英語教育
　　 English　Language　Instruction
　　　　　　　　　　　for
the　Learner　Who　Thinks　in　Japanese
小　高　一　夫
　「先 日、京都大学で学ぶ中国人留学生 と話す機会があった。実に見事 な
日本語を話す。高校か ら日本語の勉強を始め、大学で専攻 した という。ニ
ュージーランドか ら来た女性 も、高校の選択科 目で 日本語を習ったと話 し
ていた。二人に限らず 日本語がうまい外国人が本当に増えてきた。 しかも
聞いてみると、 日本語習得の期間は長 くない。
　文部科学相の私的懇談会が小学校での英語教育を検討すべ きとの報告 を
行った。子供が楽 しみなが ら学べる形で、 としているが、早期教育で 日本
人の英語力 を伸ばそうという狙いだろう。でもその前に、専門家に聞 きた
いことがある。中学 と高校で最低で も六年間①英語 を学びなが ら、ほとん
ど話せず、読解力 も身に付かない②のはなぜか、 と。
　 日常生活や会話に必要 な英語 の表現 は、中学で習 った内容でほとんど
用が足 りる③という。それが使いこなせぬ④ところに日本の英語教育の欠
陥があるに相違 ない。米大統領に 「Who　are　you?」⑤とま じめな顔で言 っ
てしまった人を総理に持つ国民の一人 として、それが知 りたい。英語 を専
門的に扱える入の育成を急 ぐ必要はある。だが、それと早期教育は別問題
ではないか。またそ もそ もの問題 として、だれ もが英語 を使えなくては、
いけないのだろうか。深刻なのは、む しろ日本語の表現力が弱 まっている
ことの方では、 とも思える。
　 言葉が急速に身についてい く小学生時代⑥。 自分 を表現で きる言葉の楽
しさを子 どもたちが発見する、その過程に英語教育が どう影響す るのか大
いに議論 したい。」(下線 筆者)　　 「京都新聞」・朝刊(凡語),2001年1月23日
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〈寸評 〉
①英 語 に触 れ る時 間 を仮 に、1週5授 業 時 間(1回50分)、年 間35週とす る
　 と・1年 間の授業時 間(50×5×35=8,750分≒146H寺間)は146時間。 また仮 に
　英 語圏で、道 を歩 き、学校へ行 き、授 業 を受 け、友達 と遊 び、バス に乗
　 り、家 でテ レビを視聴す るな どの 日常生活 と比べ る と、一 日に英語 に触
　れ る可 能性 の 高 い時 間 は、睡 眠時 間の8時 間 を引い た16時間で 割 る と
　 (146÷16≒9)9日間に しか相 当 しない。英 語 圏で過 ごす と きの英 語 との
　触 れ合 い時 間は、3年 間で ようや く1ヶ 月 程度 、6年 間で も2'ヶ月に満
　た ない時間で ある。 ま して授業 が 日本語が らみ となって は、 ます ます英
　語 との触 れ合 い は遠退 く。
② 日本語型の脳機能の特殊性を考慮しない日本語依存の指導の仕方と、英
　語を必要としない日本社会の言語環境が主な原因。
③英語母語者 の表現を忠実に記憶する学習ではな く、英語母語者の表現 と
　は異 なって も基本的な構文(construction)と一語一一語 を使えるようにす
　れば、中学英語で自己表現は可能。
④英語の意味 と用法の指導 に終始せず、生徒が主体的に発言 した くなるよ
　 うな授業を展開すればよい。
⑤"Who　are　you?"は、"How　are　you?"と言 う積 も りで あ った そ うだが、普
　段 使 わ ない英語 を使 う緊張感 と、 やは り、英語が 自分 の ことばに なって
　 いなか ったのであ ろ う。暗記英語 の域 を出てい なか った と思 われ る。
⑥ 日本文化の維持 ・伝承 とアイデ ンティティ確立のために、6歳 半～8歳
　半 までの母語形成期は 日本語 をきちん と学ばせたい。 日本語が 日本語母
　語者の思考を作 る。 日本語依存 を忌避すれば、脳内の言語の型が 日本語
　型に決まってか らで も、英語は正 しく習得で きる。
外国支店で会社 を背負 って英語を使 う人、そ して、 日本を代表 して外国
と交渉する人です ら、心底か ら母語 同様 に英語 を使 うのは難 しいと言 う。
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確かに、 ことばという抽象 を使 って現実の具体 を理解 し、表現するのは難
しい。 しか し、それは英語 に限ったことではない。本質的に、ことばはす
べてを言い尽 くせ る道具ではない。
　 ただ、そのような世界共通の一般論はさておいて、現実の日本の英語教
育は語学面だけを重視 した指導か ら、脳機能 も重視 した指導への転換が必
要である。それは、 日本語を介せず に英語一・言語だけで学ぶ こと、教 える
ことである。そうすれば、左右両脳 のバ ランス良い働 きを得て、母語(日
本語)同様 に自分の持 ち合 わせ る語学力に応 じた能力 を自然に発揮す るこ
とが出来る。
　外国出身の相撲の力士や中国か らの留学生が、 日本語 を母語同様に使っ
ているのは、モンゴル語や北京語 とす り合わせて使 っているのではあるま
い。稽古 と日常の中で実際 と日本語 を結んだ、 口本語一言語だけの生活 を
送っているからであろう。
　 一方、 日本語母語者の大部分は、母語 同様の神経過程 と心理の流れで英
語 を使 えるようになるまでには多 くの時間がかかる。他言語 とは異質な日
本語の特殊性 もあろうが、 日本語 を介 した英語学習の仕方に原因があると
思われる。
　　　　　　　　　　　 〈記 載 項 目一覧 〉
あらま し
はじめに
1.英語 と、 日本語母語者の脳機構
　 1)日 ・米母語者の脳 における音認知機構の相違
　　　 *脳波 トポグラフィーを使った大脳半球優位性の測定
　 2)英語による脳機構のバ ランスの崩壊
　　 (1)日本語母語者の脳 と非 日本語母語者の脳
　　 (2)脳内における英語相当の 日本語探索work
　 3)日本語型か西欧語型 に決 まる時期 と環境
II.日本語 の弊 害
　 1)日 本語 の干渉
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　　 *1。A.　Richards:「初 期言語指導 の原則」 第17項
2)日 本語 の排 除
3)日 本語依存 が もた らす、誤解 とReferent把握 のスキ ップ
4)二 言語 同時使 用の難度
　 (1)同 時 に 二 つ は 見 え な い 例 　 そ の1"Bride　and　Mother--in-1aw　pic-
　 　 　 tures"
(2)同時 に二つ は見 えない例　 その2「 ネ ッカーの錯視 」
5)日 本語 不要 の英語教育
(1)「翻訳 を完全 に禁止 す るこ とは困難」 ではない
(2)教科書:English　T rough　Pictures
　　　*1.A.　Richards:「初期 言語指導 の原則」 第18項
皿.基 本 的 な 基 礎 を 備 え た 教 授 法
　 　Graded　Direct　Method
　 1.学 習 者 に 負 担 を か け な い
　 2.SEN-SITsの工 夫 、 右 脳 の 活 用
　 3.BASIC　Englishによ る 基 本 語 彙 の 習 得
　 4・ 教 師 は ペ ラ ペ ラ ・エ キ ス パ ー トで あ る 必 要 が な い 　 Delaying　Reac-
　 　 　 tions
　 5.Referent把握 の習慣化 　　言語教育、究極 の 目標
　 6・Thinking　in　Englishが可能
　7.脳 のバ ラ ンス を崩 さない、 日本語不要 の教 え方
お わ りに(ま とめ&工 トセトラ)
　 1)教 授法(普遍性)≠ 指導法(個 人技)
　 2)英 語が出来 る こと≠英語 が教 え られ るこ と
　 3)受p者 の演 示(D・m・n・t・ati・n・)に対す る助言 の仕方
　 4)大 学 「英語科教 育法」 担 当者 と授業経験
　 5)基 本 を学ぶ と きの教科 書
　 6)確 か な基本、無 限の応用 に柔軟 な適応
　 7)「小学校英語」 瞥見
　 4一
8)脳と英語教育に関して依拠した主要な文献
あ らま し
　角 田忠信氏 の研 究 に よれば、 「日本語母語 者 の脳 内に英語 が入 る と、脳
機構 のバ ランスが崩れ て右 脳優 位 の非言語 が左脳 に移 る。左 脳 は超過密 に
な り、右脳 の機 能が抑制 されて、脳 は正常 に働 か ない。 しか し、未 知の外
国語 は脳 に影響 しない。」
　　　 (角田忠信1985「脳の発見　脳の中の小宇宙」大修館書店,pp.106～113,概要)
　　　 (角田忠信1981「右脳と左脳一その機能と文化の異質性一」小学館,pp.73～78,概要)
　 私 は この脳機構 のバ ランス崩壊 の原 因は、 日本語 の特殊性 にだ けあるの
で はな く、 日本語母語 者の英語学習 の仕方 に起 因す る と推測 し、下記 の よ
うに考 える。
　 日本語母語者の英語学習の仕方が 日本語 を介 して行なわれる と、英語 は
脳内で「英語=日 本語」というセ ットになって記憶 ・保存 される。従 って、
新 しく英語が脳 内に入って くると、脳は既存の「英語=日 本語」を探索 し、
そのセ ッ トの中の日本語で理解(イメージ)する。
　 この 「英 語=日 本語」探 索workは二種類 の 言語 を同時 に使 うの で、特
に英語 とは異質 な特徴 を持 つ 日本語 で もあ り、 これ には非常 に大 きなエネ
ルギーが必 要 で、難 度 も高 い。例 えば、「英語 が脳 内か ら無 くな って も、
一一旦右脳 か ら左脳 に移 った非言語 はその まま左 脳 に留 まって、長時 間バ ラ
ンス の崩壊 は持 続す る。」(角田忠信 「右脳と左脳一その機能と文化の異質性一」p・76,
概要)とい う角 田氏 の実験結果 や、「ネ ッカーの錯視」(後述)か らも分 かる。
そ して、 この探 索workが、脳 バ ラ ンス を崩 壊 させ る元 凶で は ないか と推
測す るが、 デー タ不 明で分か らない。
　日本語 を介 して英語 を学 んだ 日本語母語者 にとって英語が難 しい理 由
は、英語が脳 内に入 ると脳機構のバランスが崩れて、イメージ操作 をつか
さどる右脳の機能が抑制 され、意味の理解 を困難にす るためである。何故
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な らば、 こ とばの意 味 は外 在 的 には実物 ・実 際(と きには、虚欄 だ が、 内
在 的 にはイ メー ジ(-pi・t・es　i・th・mind)であ るか ら、意味 の決定 は右脳 の機
能 に大 き く依存 す る。左右 の両脳 が正常 に機 能 しない ことは、英語 の意味
理解 には大 きな障害であ る。即 ち、 「英語 は難 しい」 とな る。
　 従 って、脳機構 のバ ラ ンス を崩 さない ことが、英語 の理解 と使用 を容易
にす る。その ために は、脳 内 に 「英語=日 本語」 のセ ッ トを作 らない こと
であ る。即 ち、 日本語 に依存 しない仕方 で学 習す る必 要が ある。
　 例 えば、英語 にその意味 を載せ て教 える。つ ま り、英語 の意味 を 日本語
で与 えず に、実物 で示 し、実際 を演示 し、絵 な どを使 い、そ して、一般 的、
抽象 的 な事柄 は身近 で具体 的 な例 をあ げ て 「見 える仕 方 で教 える」。(1.A.
Richards,　Design　for　Escape,　World　Education　Through　Modern　Media,　Harcourt,　Brace&World,
p.125,概要)そうすると、学習者は自分が発見 した事柄やアイディアを既習
の英語で、母語同様 に感情を伴い、 自然な心理の流れで伸 び伸びと言 うこ
とが出来る。 この事実 は左右の両脳が正常 に機能 しているか らに他 な ら
ない。
　 こ れ に よ っ て 、 次 の こ とが 推 測 で き る。 英 語 の 意 味 を 日本 語 で 与 え な い
上 述 の 仕 方 で 教 え る と、 英 語 が 意 味 を伴 っ て 脳 内 に 入 る の で 、 難 度 の 高 い
「英 語=日 本 語 」 探 索workは不 要 に な る 。 こ れ に よ り、 脳 機 構 へ の 影 響 を
及 ぼ す 要 素 が な くな っ て 、 脳 バ ラ ン ス は 崩 れ な い 。 即 ち 、 右 脳 の 非 言 語 が
左 脳 へ 移 る こ と も な く、 左 右 両 脳 は 正 常 に 働 く。 「右 脳 の 機 能 が 抑 制 さ れ
な け れ ば 、 本 来 の イ メ ー ジ操 作 は フ ル に働 く」(角田忠信 「右脳 と左脳一その機能
と文化の異質性一」pp.77～78,概要)か ら、 英 語 の 意 味(イ メージ)を 容 易 に 理 解
し、 直 感 や ア イ デ ィ ア も湧 い て 自 己 表 現 が 可 能 に な る。 同 時 に 、 「日本 語
の 干 渉 を 受 け な い の で 、 英 語 の 発 音 を素 直 に聴 き取 り、 学 習 者 が 使 う英 語
はbroken　Englishにな ら ず 、　Thinking　inEnglishも可 能 に な る 。」(L　A.　Richa・d・,
Design　for　Escape,　World　E ucation　Through　Modern　Media,　p　127,概要)
は じめに
日本語母語者の多 くは英語が苦手。特に、口頭で述べ ることが不得意で
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ある、 との認識か ら英語教育を考える。原因は語彙や発音、文法など語学
的な面からの学習が不十分であるのではな く、脳の機能を等閑視 した学習
の仕方、教え方にある。さらに、 日本語母語者 と非 日本語母語者は脳のメ
カニズムが異な り、感 じ方、思考の仕方が異なることも英語による伝達行
為 を難 しくしている。
　本稿では、角 田忠信氏の脳機能の実験結果 と、1.A.　Richardsの言語学習
理論の実際に基づ き、いま求め られている英語力 を習得す るには、 日本語
に依存 しない仕方が良いことを述べる。その根拠 になる主な事柄く下記(1)
～(5)〉を取 り上げて考察 し、 日本語母語者の英語学習 に適 した教授法 の概
要 を提示する。
(1)日本 人(日 本語母語者)と 米 国 人(非 日本語母語者)の 脳 機 構 の 相 違 。(角田忠
　 　 信 「脳の発見　脳の中の小宇宙」口絵。脳波 トポグラフィーに見る大脳半球優位性。)
(2)日本 語 母 語 者 の 脳 へ の 英 語 の 介 入 は 、 脳 の 生 理 機 構 の バ ラ ンス を崩 し
　 　 て 、 正 常 な働 き を 阻 害 す る 。 即 ち 、 母 語 同 様 の発 想 や 展 開 が 出 来 に く
　 　 い 。(角田忠信 「右脳 と左脳一その機能 と文化の異質性一」pp.73～78,ほか)
(3)「ネ ッ カ ー の 錯 視 」 で 見 え る 複 数 の 立 体 が 一 度 に は 一 つ しか 認 知 で き
　 　 な い の と 同 様 に 、1つ の 物 事 ・実 際 の 意 味 が 複 数 の 言 語 で 表 出 で き る
　 　 と き に も、 複 数 の 言 語 を 同 時 に 認 知 す る こ と は 不 可 能 。 瞬 時 の 差 が 必
　 　 要 で あ る 。 ど の 言 語 を 選 ぶ か は 、 能 動 的 な 神 経 過 程 の 働 きが 関 与 す る
　 　 と思 わ れ る 。 そ の よ う に し て 選 ん だ 一 つ の 言 語 で 考 え る の が 自然 な神
　 　 経 過 程 と心 理 の 流 れ で あ る 。(cf.山鳥 重1985「脳 か らみた心」pp.111～114,ほ
　 　 か)
(4)日本 語 に 頼 る と 、 日 本 語 の 構 文(construction)と音 素 が 干 渉 し て 、　bro-
　 　 ken　Englishを使 わ せ 、 誤 っ た 発 音 を させ る 。 さ ら に 、　Thinking　inEng-
　 　 lishを不 可 能 に す る 。(1.　A.　Ri・h・・d・,　Design,for　Escape,　World　E ucation　Through　M・d-
　 　 ern　Media,　p.127)
(5)Graded　Direct　Method(GDM)
　 　 脳 の バ ラ ン ス を 崩 さ な い の で 、 母 語 同 様 に 自然 な 思 考 と 自 己 表 現 が で
　 　 き る。
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1.英 語 と日本語母語者の脳機構
本項 目で脳 に関する事項 は1)、2)、3)と もに全て、角田忠信氏の著作
のなかの英語教育 に関る箇所、 または、箇所の概要 を書 いて引用 し、考察
と推論を付加 してその理由を述べた。
1)日 ・米母語者 の脳 にお ける音認 知機構 の相違
　　*脳波 トポグラフィーを使 った大脳半球優位性の測定
　　　[母音 「あ」,コオロギ,バ イオリン　 の場合]
角田忠信(1985)「脳の発見　脳 の中の小宇宙」大修館書店,口 絵
　 S
　 最 も高 い電位 は赤で示 され、脳 の どち ら側 の活動が活発 であ るかが視 覚
的 にわか る。母音 「あ」 とコオ ロギの 鳴 き声 の場 合、 日本 人 は左 脳(言 語
脳)が 優 位 であ るの に対 して、米 国人 は右脳 倍 楽脳)が優 位 で あ る。 この
こ とは、 日本語 を母語 とす る人 に は、母音 「あ」や コオロギの鳴 き声 は脳
内で意味 を持つ とい うこ とで ある。
　 また、 日本語 の母 音 は 「あ」 に限 らず 、____音に も意味が ある。例 えば、
「あ」=亜 、 阿;「 い」=胃 、意、異 、医、衣、亥、井;「 う」=卯 、鵜 、
宇、兎、右、雨、羽 、宇、有、得;「 え」=絵、柄、餌、江、 恵、重 、会、
慧;「お」=尾 、緒、汚、雄 、男 、小 な どが あ る。
　 「秋 の草む らや、 ときに縁 の下で 鳴 くコオ ロギは確 か にわ れわれ 日本 人
には無意識 の うち に も意味 を感 じさせ る。 一方、米 国人 はそ うで はな く、
単 な る音 と して聞 く。 しか し、バ イオ リ ンの ように整然 と した倍音構 造 を
持つハ ーモニ ックな音の場合 には、 日本 人 も米 国人 も右脳 が優位 で ある。」
　 　　　 　　　 　(角田忠信 「右脳と左脳一その機能と文化の異質性一」pp.82～85,概要)
　 「この ことか ら、 日本 人 と米 国人 との 間 には脳 の働 きに違 いが あ るこ と
が分 か る。そ して、 この違 い は、米国人、西欧人 に限 らず 、韓国、 中国、
ア ジア諸 国、 イ ン ド、香港 の中国人 を含 めた非 日本語母語者 のすべ ての人
と比べ て も同様で ある。これ は人種 の違 いや遺伝 に由来す る もので はな く、
口本語 とい う言語が原 因であ る。 この 日本語 とい う、 どの語族 に も属 さな
い ひと きわ特 殊 な言語 とそれ によって作 られた高度 な文化 の 中で育 った人
の脳 は、他 の言語 を母語 とす る人 の脳 とは異 なる。」(角田忠信 「日本人の脳」
pp,170～172,概要)
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2)英語による脳機構のバランスの崩壊
　(1)日本語母語者の脳と非日本語母語者の脳
角 田忠信(1985)「脳 の発 見　脳 の中 の小宇 宙」 大修館 書店,p.105
　左脳(言語脳)はシンボル操作を行い、理論的、解析 的であ り、言語的知
性、論理数学的知性の分野 を扱 う。右脳(音楽脳)はイメージ操作 を行い、
直感的、構成的であ り、音楽的知性、絵画的知性、空間的知性の分野を扱
う。
　 ところで、 日本人(日本語母語者)と西欧人(非日本語母語者)の脳 における
自然音、言語音、楽器音の認知機構 を比較すると、上図に見 られるように、
明 らかな違いがある。
　 日本語母語者の左脳では言語音 を始め、泣 き ・笑いなどの感情音、動物 ・
虫 ・鳥などの鳴 き声、風の音 ・川の流れなどの 自然音、邦楽器音 など、い
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わばロゴス的、パ トス的、自然的な音、心に相当す る音すべてが認知され、
右脳では西洋楽器音、機械音、雑音 といった物の音のみが認知 される。つ
まり、 日本語母語者の脳は左 に偏って重い。
　一一方、非 日本語母語者の左脳 は言語音のみを認知 し、右脳で西洋楽器音、
機械音、雑音 といった物の音のほか、感情音、動物 ・虫 ・鳥な どの鳴 き声、
邦楽器音が認知される。つま り、左脳はロゴス的な音のみを認知 し、右脳
は物や自然音 を含めてパ トス的な音のみを認知する。
　 (2)脳内における英語相当の日本語探索work
　 日本語母語者の脳内に英語が入ると右脳 倍楽脳)の非言語音 まで も左脳
(言語脳)に移動 して、左脳が過密になる。 そのために、右脳は希薄にな り、
脳機構 はバランスが崩れて、正常 な働 きが出来な くなる。角田氏の実験 に
よると、被験者は英語 を聞いた とき 「左の頭が重 く異様 に感 じられること
を自覚する。」(角田忠信 「右脳と左脳一その機能と文化の異質性一」,P.76)という。
　右脳が抑制 を受けて本来の働 きが出来な くなれば、 イメージ操作 に支障
が出て、直感力、構成力などに影響 を与えるか ら、アイデ ィアが乏 しくな
る。 これは自己表現 にとっては致命的な障害である。左右両脳 の機能のバ
ランスが保たれてこそ初めて、本来の思考が出来る。つま り、英語 を自分
のことば として使用で きる。
　 しか し、では、 日本語母語者は必然的に、あるいは運命的!に 母語同様
に使 える英語の習得は困難なのか?日 本語母語者の場合、左脳(言語脳)優
位の感情音、 自然音、動物や虫の鳴 き声、邦楽器音などが何 らかの感 じや
意味を持つのは理解で きる。では何故、英語は素直に意味がわか らないの
か?英 語は言語であ り、言語 は日本語母語者の場合でも左脳優位で処理 さ
れることになっている。
　未知の言語が脳の働 きに影響 を与えないのは、おそ らく 「雑音」 として
右脳で処理 され、左脳 には入 らないか らであろうが、 日本語母語者の左脳
が、 ロゴス的なものもパ トス的な もの も備 えていなが ら、何故、既知の言
語である英語が新たに入ると、右脳の非言語 までを引 き入れて脳機構の バ
ランスを崩すのか?
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　既知の英語が影響 を与 えるのは何故か?　 それは、 日本語母語者が英語
の意味を日本語 に置き換 えて 「英語=日 本語」 というセ ッ トで覚えている
か ら、脳内に入って きた英語を理解する時、その英語に相当する脳内既存
の 日本語が必要 になる。少々厄介な言い方 をすれば、脳 は 「新たな脳内介
入英語の情報処理 に必要な、既存の英語相当 日本語の探索work」をする。
　外在的な 「意味」は実物 ・実際(ときには虚構)であるが、脳 内の内在的
な 「意味」はイメージ化 されるので、右脳のイメージ操作機能が必要 にな
る。 しかし、脳機構がバランスを欠いているので正常に機能 しない。これ
が意味の把握 を困難にする理由である、 と推測する。
　 ところで、英語の リスニ ングとリーディングについて、大石晴美氏 によ
る光 トポグラフィを使った脳の血流量の測定がある。 リスニ ングの ときに
「初級学習者」の左脳 に全 く血流が認められないのは、実験終了後 の被験
者の発言が 「まった く分か りませんで した。あきらめ ました。」であった
ようだが、被験者にとって ヒアリングの英語は、左脳で一生懸命考えた後
に 「難 しす ぎた」 というよりも、聴いた瞬間に言語範疇か ら外 して 「未知
の言語」と同じに扱ったといえよう。つ まり、言語の範疇に入 らなければ、
左脳は反応 しない。 しか し、右脳が少 しの反応を示 しているのは、やは り
一応、「分かろう(=イメージしよう)」として取 り組んだ被験者 としての素直
な気持 ちが現われている。
　 ただ、同 じ被験者が、 リーディングの ときに左右の両脳が真っ赤 になっ
ているのは、かな りの負担がかか り、苦痛に耐えて頑張っている姿が浮か
んで可哀そうです らある。英語母語者並みのエキスパー トであれば、必要
な分野だけが赤 くなる。つ まり、この被験者は他分野 までを総動員 して働
かせたわけである。しかし、日本全国には、正 にこの ように苦 しみなが ら、
日本語 を使 って英語を学んでいる生徒たちが数多 くいるに違いない。
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　 　リスニ ン グ課 題 遂 行 時脳 内 活性 状 態
(課題提示20秒後画像:赤:血 流状態、青:安 静状態)
(大石晴美2006「脳科学からの第二言語習得論　英語学習と教授法開発」口絵,昭和堂)
3)日 本語型 か西欧語型 に決 まる時期 と環境
　非 日本語母語者の中には10数ヶ国語を自由に使いこなす人がいると聞 く
が、その中に日本語が入っているとは聞かない。
　「二つの言語 を母語のように使 える二重言語者 についても、 日本語型か
西欧語型の どち らかに属 して中間型はいない。そ してその型の決定に重要
な時期は、6歳 以前の言語環境 は係わ りな く、6歳 の終わ りか ら、8歳 の
終わ りであ り、その間に使 う言葉 によって決まる。また、帰国子女の場合、
両親は外国滞在中 も家庭内では日本語を話 している場合が多いのに、 この
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時期 を非 日本語圏 で生活 していた子供 の脳 は西欧語 型で あったこ とか ら、
言語 の優位性 が 日本語型 になるか、西 欧語 型 になるか の決定 は、家庭環境
よ りも社会環境 である といえ る。」(角田忠信 「脳の発見 脳の中の小宇宙」PP.113～
120概要)
　生 まれたときか ら父母の一方が 日本語で話 し、他は英語で話す家庭の子
供 は両言語を何 の抵抗 もな く自由に話す という理 由で、幼児(就学以前)の
頃か らの英語指導 を勧める者 もいるが、その ように稀有な家庭環境の一事
を以って、 日本の一般 家庭 に育つ幼児に当てはめるのには問題がある。確
かに幼児の聴取可能な周波数領域は16ヘルッ～16,000ヘルツで格別に広 い
か ら、音を拾 う耳は人生で最 も有能である。 しかし、1年 生～3年 生まで
は言語 と情動の機能が著 しく、言語の型が確立する時期 なので、小学校へ
就学 して英語の勉強を止めてしまうと、非 日本語圏あるいは幼児英語教室
で学んだ英語は直 ぐに忘れて、日本語の言語環境に馴染んで しまう。特 に、
子供にとっては、言語の型 に影響を与える社会環境が英語 を不要 としてい
るので、意図的に続けない限 り、学校で英語 を学び始める小学5年 生ある
いは中学1年 生 になるまでには、ほとんど忘れて しまう6
皿.日 本語 の弊害
1)日 本 語 の 干 渉
　 　 *1.A.　Richards「初 期 言 語 指 導 の 原 則 」 第17項
　 　 17Such　grading　makes　any　recourse　tothe　mother　tongue　unnecessary.
　 　 　 It　should　be　avoided　because　it　revives:
　 　 　 a}　 Constructions　u ed　in　the　mother　tongue,　the　chiefi　source　of　bro-
　 　 　 　 　 ken　language　learning,
　 　 　 b)　Phonemes　of　the　mother　tongue,　the　source　of　mispronunciation.
　 　 　 c)　 Bi-lingual　associations　in　place　of　SEN-SITs.　These　prevent
　 　 　 　 　 "thinking　inthe　new　language,"which　is　possible　from　the　first.
　 　 　 {i.A.　Richards,　Design　for　Escape,　World　Education　Through　Modern　Media,　p.127}
「、、、上述の段階付けは母語への依存 を不要にする。母語 に頼 ると母語の
構文が干渉 してbroken　Englishを作 る主要 な原因 となり、母語 の音素が間
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違った英語の発音をさせる原因になる。また、英語をその意味 を表 わす場
と結び付 けないで、母語 と結びつけるから、英語で考 えることができない。
ところで、英語で考 えることは、最初から出来ることなのである。」(概要)
　1.A,　Richardsによれ ば、 日本 語 に頼 る と、 日本 語 の構 文(constructions)
と音素が干渉 してbroken　E glishを使 わせ、 誤 った発音 をさせ る。 さ らに、
英語 に 日本語 が結 びつ き、Thinking　in　Englishを不可能 にす る。
　 それに加 えて、前項既述 の ように、 日本語 を通 して英語 を学 んだ 日本語
母語者 の脳 は、新 しい英語 を受 け入れ る とバ ラ ンスを崩 して、正常 に働 か
ない。 つ ま り、左 右 の脳機能 の協調 によって初 めて生 まれ る直感や創 造力
が働 か ない。英語が 日本語 同様 に感情 を伴 い、 自然 な心理 の流 れで使 える
よ うになるこ とを阻む最大 の障害 は、 ま さに 日本語へ の依存 で ある と言 え
る。
　少 々息抜 きに、昨今 話題 の女優 の妄言 を拝 借す れ ば、 「諸悪 の根 源 は、
日本 語へ の依存 にあ ります。」　 　 だが 、 この 日本語 へ の依存 が、今 日ま
での 日本 の英語教 育 に もた ら してい る不 毛の根 源 である こと、そ して、そ
れ に対 す る認識の甘 さを省 みる必 要があ るのではないだろ うか。
　　　　　　　 　　　　　　　 　 cf.「諸悪の根源は、私にあります。」(沢尻エリカ)
2)日 本語 の排 除
　初期の英語指導で 日本語の助けを借 りると、一見容易 に理解 させること
が出来 るように思 えるが、それは英語の意味を日本語に置 き換 えて理解 さ
せることになる。その ようにして英語 を学んだ学習者にとって、新たに接
す る英語の理解 と自己表現が難度の高いworkになるのは、1-2)一(2)
で既述 した通 りである。
　 さらに、 日本語 を使 うことは日本語で考えることであ り、その日本語に
は日本文化が貼 りついている。それは、英語で考えることとは少々、時に
は大 きな違いが出来る。従って、教師は 日本語 に頼 らず、英語 とその指示
する物事 ・実際を同時に示 して直接 に教 える。
　例 えば、 日本語を使わず、直接 に英語で指導 をすれば、"on"と「上 に」
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の 違 い が 分 か る 。 具 体 的 に は 、 透 明 な 箱 の 上 に ボ ー ル を1個 置 き、 中 に1
個 を 入 れ る 。 そ れ ぞ れ の ボ ー ル を 指 で 示 し て 、This　ball　is　on　the　box.　This
ball　is　in　the　box.(→場面上での、明確 なコン トラス ト)次 に 、 上 の ボ ー ル を 手 で
少 し箱 か ら離 し て 、This　ball　is　off　the　box.(→意味上での、反意語のコン トラス ト)
今 度 は、 手 で 持 っ て い る ボ ー ル を箱 の 右 側 に ぴ た り と付 け て 置 き、 中 の ボ
ー ル を箱 か ら取 り出 し、箱 の 左 側 に 少 し離 して 置 く。This　ball　is　on　the　box.
This　ball　is　off　the　box.つい で に 、 今 度 は 右 側 の ボ 一ール を 少 し離 し、 左 側 の
ボ ー ル を ぴ た り と付 け て 、 今 と 同 じ文 を そ れ ぞ れ の 場 面 に 合 っ た ボ ー ル を
指 し て 言 え ば よ い 。練 習 と して ボ ー ル 以 外 の 物 を使 っ て2～3の 例 を 示 し、
さ ら に 、 そ れ 以 外 の 、 教 室 で は示 し に くい 物 や 場 面 な ど を 絵 に 描 い て 示 せ
ば 、onの 意 味 を ど ん ど ん 広 げ て 示 す こ とが で き る 。 非 常 に 分 か りや す く、
簡 単 で あ る 。
　 なお、 日本語 を使用 す る時期 は、Thinking　in　English、つ ま り、英語 の 中
で考 える こと、即 ち、脳 が英語 とい う一 つの言語(器)の 中で考 えるこ と
に習熟 した段 階では有益 だが、初期(入 門期)の指導で は避 けた方が よい。
理 由 は混乱 を招 き、徒労 に終わ るか らで ある。
　 因 み に ・ 「初 期 」 ま た は 「入 門 期 」 と は 、`Thinking　in　English・に よ っ て
手持 ちの英語 で 自己表現が で きるまでの期 間 と考 えて よいであ ろ う。 この
時期 を過 ぎれば、語彙 の有機 的な増 強期 が始 まる。構文 が身 につい ている
か ら、broken　E glishにな らない。 自分 の仕 事 に必 要 な語 彙 を安 心 して、
どん どん とい くらで も増やせ る。
3)日 本 語 依 存 が もた らす 、 誤 解 とReferent把握 の ス キ ップ
　 日本 語 に訳す とい うことは、結 果的 に 日本語 で考え るこ とになる。 日本
語 で考 える とい う こ とは、 日本 語 と結 びつ いた過去 の経験 か らreferentが
決 め られる ことであ る。それ は、既 に 日本 語 と共 に脳 内に入 ってい る過去
の 日本文化 的経 験 が、そ の時 に生 じた生 々 しい感覚 とと もにreferentとし
て選 ばれ る こ とで あ る。つ ま りそのreferentは、今 新 し く学 んで い る 「英
語」の意 味では な く、その人 だけの個人性 の強い 「日本語」の意 味であ る。
　 一方、英 語 で考 える とい うこ とは、英語 と直接 に結 びつ い たreferentが
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選 ばれ る ことで あ る。 このreferentは英文 を通 して実 物 ・実 際や 絵 と直接
に結 びつ いてい る。そ して 当然 の こ となが ら、 「日本語」 と 「英 語」 の意
味 は同 じとは 限 らない。(・ymb・1≠≒・・=・ef・・ent)この よ うな、気 づ きに くい
些細 な違 い を無視 す る こ とが、英語 の誤 解 と難 しさを生 む原 因 に なって
い る。
　 さ らに もうひ とつ の問題 があ る。母語 に頼 る授業、つ ま り、 日本語 に訳
して意味 を分 か らせ よう とす る指導 で は、referentを明確 に捉 える習慣 は
つ きに くい。 それ は母語 とい う ものが普段 無意識 に使 い慣 れた ことばなの
で、referentの確認作 業 をskipして しまうか らで ある。
　 つ ま り、母語(日 本語)を 通 した過去 の経験 はイメー ジ と直接 に結 びつ
いてい るので、安易 に分か った積 も りにな り、い ま直接 に見 ている実物 ・
実 際や、話題 になっている現地 の実状 を意識 して注意深 く捉 え よう としな
くな る。 これ は、 こ とばのreferentを明確 に捉 え る習慣 形 成 を阻害す る こ
とであ り、言語教育 と しての最 も重要 な部分 を棄却す る ことになる・
4)二 言語同時使用 の難度
　 コインの表 と裏 を同時に見ることは出来ない。それは、一つの実物 ・実
際の意味を二つの言語で言 うときに、どち らか一方に重 きが置かれること
に例 えることが出来る。
　普段、調子よ く自然 に英語 を使 っている時、頭の中に日本語 はない。そ
して、 日本語を話 している時、頭の中に英語はない。二重言語者について
も、脳 の優位性は 日本語型 と西欧語型のどちらかに分かれて中間型はなか
った、 という角田氏の調査例 を想起する。つまり、 どち らかがメインであ
る。(角田忠信 「脳の発見　脳の中の小宇宙」p.115)
　 日本語母語者の脳に英語が入 ると、左脳内ではその英語 を理解す るため
に脳 内に既存す る日本語 の探索workが行 なわれる。 この ように二つの言
語 を瞬時に使 うwork、即ち、「二つの言語 で考える脳内行為(情報処理)」の
難度は高い。特に 日本語母語者には、脳のバ ランス崩壊 とい う負荷がかか
って、右脳の機能である直感的、構成的、空間的なイメージ操作が抑制 さ
れているので、難度は一層高 くなる。従 って、英語の意味は日本語 を介 し
て教 えるのではな く、英語一言語のみによる指導が 日本語母語者の意味理
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解 と自己表現を容易にす るための 自然な仕方であるといえる。
　 上の絵で、二つ の グルー プに分 けた一方 の グループ に、一瞥 して若 い女
性 を感 じさせ るAと 中間のBの 絵 を見せ、他 の グルー プには、老年色 の濃
いCと 中間のBの 絵 を見せ た後 に、一番右端 の大 きな絵 を見せ る と、AB
組 はBride、つ ま り若 い女性 だ と言 い、　B　C組 はMother-in-law、つ ま り年老 い
た女性 だ と言 う。 これ は事 前の経験 がそ の後 の事物 の決定 に反映 される こ
とを意味す るが、両組 と も二人の女性 を同時に見 るこ とは出来 ない。
　 2007年度 のベ ー シ ック ・イ ング リッシュ研 究大会 で も参加 者 を対象 に実
験 したが、概 ね同様 の結果 が得 られた。 これ は言語 の場 合 に も言 える こと
であ り、望 んでいれ ばその よ うに思 えて くる。 見つ けよ うと思 えば、大熊
座 の 中に北斗七星 の柄杓(ひ しゃく)を作 る こ とが 出来 るの と同様 であ る。
要 は、主体 の側 の能動 的 な神 経過程 の働 きが 関与 して決 まるが、 それ らを
同時 に見 るこ とは出来 ない。その気 で選 んだ、 どち らか一つ である。
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cf."Bride　and　Mother‐in‐law　pictures"　The　reflective　nature　of　our　language
　 　 and　experience.:*What　we expect　o　see　or　what　we　say　about　something,
　 　 affects　what　we　see.`What　we　say　about　something,　even　to　ourselves,　af-
　 　 fects　what　we　see.*Words　influence　what　we　see;they　help　us`make
　 　 things'out　ofthe　raw　data　of　sensation.
　 　 　 　 　 　 (Teaching　General　Semantics,　ed.　by　Mary　S.　Morain,　pp.29～30)
(2)同時に二つは見 えない例　その2「 ネッカーの錯視」
　 この立体は主体の心的態度によって、今、前面に見 えている黒い面が、
底面になって見 えた り、また、底面に見 えている黒い面が、 さらに底面、
左側面、奥後面 になっても見える。 しか し、二つまたは三つの立体が同時
に見 えることはない。つ まり、「ネ ッカ.___.の錯視」の中の一つの立体 が、
見 る人の心的態度で複数見える時で も、それ ら複数の立体が同時に見 える
ことはない。一度にはどれか一つ しか見 えない。一瞬 を置いて交互 に見る
には、主体的で能動的な意識の転換 を図るエネルギーを要す る。
　 これに似て、一つのreferent(指示物)が複数の異なる言語で表現で きる時
にも、当然のことなが ら、複数の言語で同時には発表で きない。一つの言
語でしかできない。異 なる言語 を用いるときには瞬時の合 間を要する。英
語のreferentの理解や発表 に日本語が使 われる ことは、 日本語母語者の脳
内で、 まさに英語 と日本語の二つの言語 を瞬時の合間に擦 り合わせ、使い
分 けることであ る。そのworkは極 めて難度が高い。英語 な ら英語 だけで
考 えることが心理的に自然であ り、抵抗が少な く、容易なworkになる。
　 同時通訳は、瞬時の差で二つの言語を使 うが、それには高度な訓練 とそ
れ相当の多大なエネルギーを必要 とする。現に普段、す らす らと英語を使
っているとき、脳内の 日本語は動かない。逆 もまた真。これが 自然な神経
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過程であ り、心理の流れである。
5)日 本 語 不 要 の英 語 教 育
　 (1)「翻訳 を完全 に禁止 す ることは困難」 で はない。
　 例 えば、新語"school"を教 える時、"school"の絵 で そのreferent(指示物
/学校のイメージ)を示 しなが ら、英 文の なか に"school"を入 れ て言 えば、
学習者 は一瞬 「学校」 とい う 日本語が頭 を横 切 って も、英 文の 中に学校/
schoolが入 って いるので、英 文のreferent(指示物/意味)の 一部 として理解 す
る。即 ち、 「学校 」 の イメー ジ ・概 念 を しっか りと捉 えてそ の英文 を理解
す る。 少 な くて も、学習者 に 「学校」 とい う 日本語で英文 を翻訳 して理解
させ るようなこ とはない。
　 「翻訳」 の語 意 を 「英 文 を 日本語訳 す る こと」 とす る と、翻 訳 の利用 は
英文 を日本文 に訳 して理解 させ る ことを意 味す る。学 習者 は一度訳 して理
解 す る と、次 回か らは全 て訳 さない と納得 で きな くな る。従 って、 この仕
方 はThinking　in　Englishを不 可 能 にす るか ら、 賢 明 な指 導 とは い え ない。
指 導 は第1時 間 目か ら日本語 を入 れず に行 うこ とが肝要 である。
　 また、"Bride　and　Mother-in-law"の絵 で、　Brideが見 えている時 にはMother
-in-lawは見 えず、逆 に、　Mother-in‐lawが見 えてい る時 に はBrideが見 えな
いの と同 じく、学習者の頭 の中が英語 にな ってい る時、 日本語 は消 えて、
見 えない。仮 に一瞬見 えるこ とが あって も、英 文の指示 す るイメージ と し
て脳 内 に残 され てい るので、英 語 の構 文(・・n・t・ucti・n)を破 壊 して まで 日本
語で考 えるよ うにはな らない。私 た ち も英語 で話 している時、 日本 語 は消
えてい る。
(2)教 科 書:English　Trough　Pictures
　 *1.A.　Richards:「初 期 言 語 指 導 の 原 則 」 第18項
⑱Translation,　a　desirable　exercise　atlater　s#ages　in　the　learning　ofa
　 　 language,　isa　cause　of　much　confusion　a d　wasted　effort　for　the　be-
　 　 ginner.　A　graded　presentation‐through　rightly　ordered　SEN-SIT　se-
　 　 quences‐can　entirely　replace"equivalents"and　explanations　i 　the
　 　 mother　tongue.
「他 の 言 語 に 訳 す 学 習 作 業 は 、 進 ん だ段 階 で 行 な うの は 望 ま し い が 、 初 心 者
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には混乱 と徒労のもとになる。段階付 けられた教材 を、その中で適切 に順
序付 けられた文とその意味を表す場を結び、次 々と展開することで、『同意
語』や日本語による説明は不要になる。」(概要)
　次の ような事例 もある。 日本語 を母語 とす る10歳～12歳の、特別 に優秀
で もひね くれて もいない普 通 の子 供(15人程度以内)に、英語(sent・nces)をそ
の意味(situati・ns)と一緒 に して教 える と(1週2回 ≒60分×2・約1年間・40週)・
彼 らは手持 ちの英語 で、 自分の考 えや発見 した事柄 を事 実 に照 らし合 わせ
なが ら訥 々 と、時 には滑 らか に、母語 同様 に、否、それ以上 の意気 込みで、
自由 に言 うこ とが 出来 る。 当然 の こ となが ら、 自分の語彙 の範 囲な ら聞 く
こ と も出来、書 くこ と も出来 る。そ れ は、English　T rough　Picturesとい
う母語 を使 わず に指導が 出来 る教材 と、一つ の言語(英 語)し か使 わない
workだか らであ る。
　 この指導 は学 習者 が成人の場 合 も含 める と、私 が40年余 りに亘 って幾度
とな く実践 した こ とで あるが、 この ような指導結 果が得 られ る事実 には普
遍性 があ り、特 殊で はない。即 ち、頭 が柔軟 で英語の意味 をイメージで き
る人であれ ばそれ に越 した ことは ないが、一応 、誰で も出来 る ことであ り、
それ相 当の同 じ結果 を得 る こ とがで きる。
　 日本語 を使用す る と、確 か に、短 い時 間に多 くの知識 が与 え られ る。例
えば、from=「か ら」;off=「か ら」;out　ofニ「か ら」。am,　are,　is=「で
す」。was,　were=「で した」。短 時 間に学べ る知識 量 を考 えれ ば経 済 的 で
あ るよ うに思 えるが、発信 の力 にはな らない。 む しろ 日本語 の構 文や発 音
が邪 魔 を して、発 信 を苦 しいworkにす る。 当然 の こ となが ら、 自己表 現
の学習 には向いてい ない。
皿.基 本 的 な基 礎 を備 え た 教 授 法
　　　　　　　　　 Graded　Direct　Method(GDM)
　有機 的に段 階付 け られた教材 を使 い、SentencesとSituationsを一緒 に して、
実物 を示 し、実 際 を演示 し、絵 を見せ、抽象 的、一般 的 な ものは身近 で具
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体的な実例 を挙 げるなど、見える仕方で直接 に、
える。
日本語を使わず英語で教
　指 導 の中身 は 「内容」 と 「方法」 の二つ が有機 的 に係 わ ってい るが 、1.
A.Richardsは、双方 とも容易 に なる工夫 を した。「内容」で は教科書Eng/ish
Through　Picturesの「段 階付 け(Grading)」であ り、 「方法 」で は 「文 と場 の
結 合(SEN-SIT)」で あ る。 これ に よ り、 日本語 に依 存 を しな い指 導 が 可 能
になった。
　 この指導の仕方は、一応、初期(入門期)向けではあるが、学習者が 「英
語=日 本語」のセ ットを脳内に持っている日本の英語教育の現状では、小 ・
中学生に限らず、高校生や大学生、一般社会人に も十分に適用で きる教授
法である。 また、それに対応 した語彙の準備 も、近年新出の ものを除いて
は、合理的によく準備 されている。
　 こ れ を 行 な う教 師 は 英 語 母 語 者 や 、 そ れ と 同 等 の エ キ ス パ,_._.トで あ る 必
要 は な い 。 世 間 で よ く使 わ れ る 表 現 、 「ペ ラ ペ ラ 」 と話 せ な くて も よ い 。
い や む し ろ 意 味 論 的 に み れ ば 、delaying　reactions(こと1まの抽象に惑わされずにref-
・・entを捉えてから話す、少 し問のある反応)は 本 質 的 な 言 語 の 使 用 態 度 か ら み れ ば
好 ま し い 。
　GDMは 基 本 的 に、1.　A.　Richardsの考 えた仕 方 に従 って教 え れ ば、誰 で
もそれ相 当の成果が収 め られ る普 遍性 を持 っている。準備 の時 にSEN-SITs
(文と場の結合)を 工夫 して作 り出す右脳 的 な創 造力 を必 要 とす るが、個 人技
は必 要で ない。 なお、右脳 的な創 造力 の必要性 とは、早 く言 えば、 こ とば
の意味 をイメー ジで捉 える ことが出来れ ばよい。想像力 のあ る人、 人 と周
囲へ の思 いや りがで きる人 な ら、誰 で も出来 る。
　 なお、 この教授 法 は英語 の学習者 を対象 とす るが、教 師 も教 え方 の基 本
と して、 一度は体験 す る価値が あ る。(本学専任教員には、過去35年間に6名の体験
者がいる。)
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　誤解 を避 けるために、具体 的 な内容 と方法 につ いては、 ことば による説
明 を省 く。 こ とばで は とて もGDMの 全 て を言 い尽 くす こ とは出来 ない。
そ して、その不 十分 な説明 を読 んだ読者 が、全 て を分か った積 も りになる
こ とを恐 れ る。 セ ミナー で実際 を体験 す る こ と、そ れがGDMと い う地 図
の現地 を、 自分 な りに分か る最 も確 かな仕 方であ る。
　 ご参考 に、1.A.　Richardsがこ とば に して残 したGDMの`NOTES'を文 末
に資料 と して掲載 した。 おそ ら く、GDM未 体 験 の 人 に とって、 この こ と
ばのreferentは難解 で あろ う。 イ ンター ネ ッ トで 「GDM」、 また は 「片桐 ユ
ズル」 を検索 す る方法 もある。
〈GDM紹介寸言〉
　　(1)学習者に負担をかけない　→　　「見れば、分かる」教え方。 きの
　　　　うのことで 今 日を知る。あ したのことは、今 日にある。負担 を
　　　　かけないその訳 は、他 に比類 な きGrading。お陰で生徒 は、英語
　　　　を易 しく思っている。
(2)SEN-SITの工夫　→　 唯一、教 師の泣 き所。 イメー ジすれ ば見 え
　 　て くる、「それ 目」 で見 れ ば見 えて くる。右 脳 を極 限つか い ま し
　 　ょう。一方、生徒 は実 際 と英語 を結 んで 日本語不要 。脳 のバ ラ ン
　 　ス崩 さない。 自分 も使 ってみ よ うと思 う。
(3)BASIC　English　→ 英 語 は世界 の こ とばです。英語 母語 者 が よ
　　 く使 う、 決 ま り文 句(常套表現)は 応用 です。 基本 は応 用 を含 み ま
　　す。暗記英語 の徒 労 を避 ける、 まず学 ぶべ き唯一の語彙。
(4)ペラペ ラ英 語は不必 要　→　知 らない英語 は使 わ ない。知 らない
　 英語 は今 日学ぶ。教師 よ り、生徒が た くさん喋 って くれる。 こと
　 　ばの抽 象 にだ ま され ない、delaying　reactionsは歓 迎 され る。多 く
　 　の教 師 に最良 の味方。
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(5)Referent把握の 習慣 化　→　 こ とばが 指示 す るreferent、母 語 で は
　 　ス キ ップ し易 いが、GDMで はskipしない。 イメー ジす るか ら、 は
　 　っ き り分 かる。 言語教 育、究極の 目標。
(6)Thinking　　English→直読 、直解。本 当の、英 語 と して の分
　 か り方。 「ネ ッカーの錯 視」 で、 は っ き り分 か る こ と、 同時 に二
　 つ は難 しい。脳 内の 「英 語=日 本語」 セ ッ トはやめ ま しょう。英
　 語 は英語 で分 か りま しょう。
(7)GDM　→　脳バ ランスを崩 さない、 日本語 な しの教 え方。英語
　 の理解 と表現 を母語同様 にするための、最 も確かな学 び方。日本、
　 英語教育のメシア。
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4)GDM評価
Ikuo　Koike,　Masao　Matsuyama,　Yasuo　Igarasi,　Koji　Suzuki,ed.{1978}The　Teaching　of
English　rn　Japan,　Eichosha　Publishing　Co.　Ltd,　pp.207～210
"①G
rammar-Translation　Method
　　OPractice　Method
　　③Mastery　Method(=Rationa1　Method)
　　●Natural　Method(=Conversational　Method)
　　05Psychological　Method{=Gouin　Method)
　　●Phonetic　Method
　　⑦Direct　Method
　　●Reading　Method
　　●Oral　Method(=Oral　Direct　Method)
　　100ral　Approach(=Audio-Lingual　Approach)
　　 11Graded　Direct　Method
Table　2.　Features　of　Methods
method　number oo● ●oOo●ololl
1 basic　theory linguistic ○ ○　　　　　○ △　　○ ○ ○
psychological 000　 　00000
2 native　language in　use ○　　　　　△ △　　△ △ △
exclusive 0000000000
3 learning　form habit-formational0000000000
　 ●　　6
cognitive ○　　　　　　△　　△ △
4 grammar inductive ○ ○
deductive 000000000
S structure　vs.
situation
structure 00　 　　　　0　　　 00
situation 000　 　00　 　　 0
6
　 　 ●　　●
recognition　vs.
production
　 　 ●　　●
recognition00000000000
production 000000　 　000
7 form　vs.
　 ■
meaning
form OO　 　　 oO　 　　 OOo
　 ●
meaning 0000　 　00000
8 spoken　vs.
written
spoken 000000　 　000
written O　　　　　°000000
Table　3.　The　Position　fthe　Methods
25
い ま仮 に、Table2.　Features　of　Methodsの教 授 法 ① ～ ⑪ に 付 け ら れ た ○ を+
1、 △ を 一1と す る と、 下 記 の よ う に な る 。
○ 　 　△ 　 合計
(+1)(-1)
01Grammar--Translation　Method
　 Practice　M thod
③Mastery　Method(=Rational　Method)
●Natural　Method(=Conversational　Method)
　 Psychological　Method(=Gouin　Method)
OPhonetic　Method
07Direct　Method
●Reading　Method
　 Oral　Method(=Oral　 Direct　Method)
100ral　Approach(=Audio-Lingual　Approach)
⑪Graded　Direct　Method
8　　 0
8　　 2
7　　 2
9　　 0
9　　　3
9　　 　3
9　　　2
8　　　2
11　　 3
10　　 3
11　　 1
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　　　　　　　　　 お わ りに(ま とめ&エトセトラ)
　　　　　　　　　　　　　　　ま とめ
　本稿の特徴 は、英語教育を語学面 と脳機能の両面か ら考察 したことであ
る。
　角田忠信氏の研究で明らかなように、 日本語を母語 とする者の脳 は、そ
うでない者の脳 とは異なる。ただ、その異質性 だけが 日本人の英語習得を
難 しくしている原因とは思えない。そのことよ りも、英語の脳内介入 と同
時に脳機構のバランスが崩れ、右脳優位の非言語が左脳に移動 して右脳の
機能が抑制され、直感的、構成的、空間的、総合的なイメージ操作がで き
難 くなることに注 目したい。 この変化 は英語の理解 と英語による自己表現
にとっては致命的な障害である。
　 ところで、多 くの日本語母語者の場合、 日本語を介す る指導 ・学習の仕
方によって、その意味が 日本語 と結合 して脳 内に存在す る。そのために日
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本語母語者の脳 は、新 しく英語が脳内に入 って くると同時に、その英語 を
脳内既存の英語 と結合 している日本語で理解する。あらましで既述の 「英
語=日 本語」セ ッ トのことである。
　 しか し、意味 は 「日本語」 で はな く、外 在的 に 「実物 ・実際」 であ り、
内在 的 に は脳 内 の 「イメー ジ(=pi・t・e i・th・mind)」で あ るか ら、 イ メー ジ
操作 をつ か さどる右脳 の機 能が抑 制 されてい るため に、意味の決定 は非常
に難 しいworkになる。
　従 って、母 語 同様 に使 える英語 を習得 す るためには、 日本語 に依存 しな
い指導 ・学習 の仕方が 必要 であ る。例 えば、 日本語 を使 わず に、実物 を見
せ、実際 を演 じ、絵 や身近 な実例 を示す な どの 「見 える仕 方」 で、英語 に
そ の意味 を載せ て直 接 に教 えれ ば、脳 内で の英 語相 当の 日本語探 索work
が不要 にな る。す る と脳 はバ ランス を保 って正常 に働 くの で、母語 同様 の
創 造力 や発見や アイデ ィア も湧 いて伸 び伸 び と発言が で きる。 同時 に、 日
本 語 の構 文 と音 素 の干 渉が な くなるか ら、broken　E glishにな る こ と もな
く、発音 の習得 も容易 にな り、 さ らにThinking　in　Englishも可能 になる。
　日本語依存の指導 ・学習か ら依存 しない仕方に変えれば、最初か ら英語
一言語で考えることにな り、母語同様に使える道が開ける。 日本語 と英語
の二言語で考えるのではな く、 日本語なら日本語で、英語 なら英語で考え
ることが脳 を最 も柔軟に機能 させる。
　言語学習の観点 か ら言 えば、英語母語者 が普段 に使 う常套表現(set
phrases)は基礎ではな く 「応用」である。それ らは 「基本」の習得後に、
読書や実際の場で基本語彙の語意か ら類推 し、比喩的に拡張 して理解 でき
るものが大部分である。従 って、常套表現の指導 は必要最小限度に留める。
限度 を超 える と、英語 は暗記物 になる。暗記物 はきちん としたreferentの
把握を軽視するか ら忘れやす く、心理や感情を伴っていない。
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エ トセ トラ
1)教 授法(普 遍性)≠指 導法(個 人技)
　 「教授法」は理論(言語面、心理面)に基づいた方法であ り、その方法 を正
確 に行なえば、誰でもそれ相当の結果が得 られる普遍性 を持つ もの。
　一方、「指導法」は個人が自分の経験や学習か ら案出 した もの。従 って、
それが優れたものであって も、その人の個人性に依存す るところが多い。
　従って、言語の本質に基づ く教授理論を学んだ上で、個人が実状 に応 じ
た指導法を編み出す ことが望 ましい。
2)英 語が で きる こと ≠英語 が教 え られ る こと
　本来、言語の指導者はその言語がで きる(使 える)だ けではな く、学習
者の 目的に合致 した指導の仕方がで きな くてはならない。例 えば、私たち
が非 日本語母語者に対 して、 日本語を母語同様に使えるように教 えるのは
至難の業である。誰でも出来ることではない。
　大学でも専門書の購読は別 として、基本的な英語力をつける授業 を受け
持つ教師は、何 らかの教授法 を身につけた うえで、 自分の指導法を工夫す
るのが好 ましい。多 くの不可抗力な負の条件 を背負った日本語母語者 に対
して、今求め られている英語力(自己表現力など)を習得 させるのは難 しい。
少な くて も、教授法に関心を持ち、 日々の授業にアカデミックな肥料 を与
えなければならない。
　理論的根拠 を欠いた指導法は、自分の過去の体験の域 を出ない 自己流か、
商業雑誌の 目新 しさを追 うものにな り勝 ちで、その定見のなさによる混乱
の被害 は学習者が被る。
3)受 講 者 の 演 示(Dem・nstrati・ns)に対 す る助 言 の 仕 方
　受講者 の演示 に対 して、助 言者 は ことばに よるコメ ン ト与 える前 に、好
ま しい実 際(演示)を見せ る。そ の次 に、 ことば によるコメ ン トを与 える。
そ して、受講者 の再 試行。 最後 に、話 し合 いに よる評価 と補足 をすれ ば、
受講者 は納得す る。 こ とばのみ に よる助言 は、受 講者 を混 乱 と不 安 に陥 れ
る。
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∵ことばの意味(指 示物)は 、頭の中に潜在する過去の経験か ら選ばれる。
　だか ら、初めて演示す る未経験者には、助言者のことばの意味が決め難
　い。そ して、 自分の過去の経験か ら勝手に意味を決めてしまう。つ まり、
受講者の頭の中に正確なイメ,_....ジ(=意味)が浮かばない。→ 「難 しい!」
　→　実際の場で実践 しない。
4)大 学 「英語科 教育法」担 当者 と授 業経験
　言語 と教育に関す る理論の研究者であるばか りでな く、その研究の成果
を小、中、高校、その他の研究機関などで、実際に、授業 に活か した経験
を持つ者であることが望 ましい。その経験 を欠いた講義(ことば)は、 自転
車の乗 り方を口頭のみで教 えるのに等 しく、未経験の受講者 には理解 し難
い。ことばの意味は、脳内に潜在する過去の経験によって決まるか らであ
る。受講者は、教 師による 「実際」(演示)を見て学び、自分 も体験す るこ
とによって初めて理解 に近づ く。
　ことばでは、出来 なくても出来るように言える。巧みなことば操作で立
派な論文を書 くことも出来る。 しか し、「実際」を体験すれば、易 しいこ
とを間違えた り、不恰好で恥ずか しい自分が さらけ出されることもある。
「実際」の体験者は、 ことばと実際 はそれぞれ独立 した存在 であ り、必然
的な関係がないことを知っている。従って、大仰なことばや机上の空論を
避け、一人ひとりの現実を踏まえた、基本的で具体的な指導が出来る。
5)基 本 を学ぶ ときの教 科書
　基本の習得が済むまでは、教科書は新奇な情報で興味を惹こうとした り、
文学作品か らの陶冶性 などを求めて、難解 な語句 を入れて悩 ませないよう
に したい。英語の時間は少 ししかないのだか ら、その類 の事柄は翻訳 にま
かせておけばよい。 まだ英語を英語 として理解で きていないのだか ら、英
語で読ませて も効果は薄い。
　基本 を学ぶための教科書はむ しろ、すでに知っている内容 を英語で書い
てあった方が英語の意味 と用法が分 りやすい。英語の意味 と用法がよ く分
り、自分 も英語で言えそうだ と思わせることが出来たら成功である。即 ち、
語彙を増やせば使えるという発想は、基本の学習時間を奪い、自己表現力、
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発表 力 の習得 を遅 らせ る。 「基本」 とい う樹 木 が育 ってい れば、枝 葉 の単
語 を増 やす の は、容易 であ る。 しか も、ば らば らで はな く、一枚 一枚 が関
係 を持 ち、有機 的、系 統的 に増 や して行 け る。
　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　→English　Through　Pictures,　BoOん5∫～∬
6)確 か な・基本 、無限の応用 に対す る柔軟 な適応
　学校で教 えるべ き英語は、 日常の挨拶英語ではな く、英語の基本を主体
に したほうが良い。流暢 な英語 よ り、referentを明瞭に伝 えられることが
重要である。耳を慣 らし、語彙、発音、構文の確かな基本 を習得 し、言い
たいことを言えるようにしておけば、実際 ・応用の挨拶英語 に慣れるのに
それほ ど時間はかか らない。挨拶英語や常套語句は応用である。
　応用 はその人の就いた仕事や環境 によって一人ひとり異なる。即 ち、専
門性、個人性の強い実際であ り、実際は無限にある。例えば、実際を予想
した様 々な場面における気の利いた会話表現を覚えても、一生 に一度使 え
るか どうか分か らない。実際 ・応用 は特殊であ り、一般性 に欠ける。だか
ら、それ らを予想 した学習は徒労 に終わ り、時間の無駄になる。
　即ち、応用 を具体的に教えることは不可能。 しか し、 このような無限の
応用に対 して も、基本は柔軟に適応で きる。有機的に結びついた基本的知
識は深 く記億 に残 り、確かな応用 に役立つ。学校では、確かな基本 を教 え
ることに尽 きる。
7)「小 学校 英 語 」 瞥見
　小学校 での英 語の導入が、高学年5・6年 生 に週1コ マ に きまった。11、
12歳にな っていれば、すで に多 くの 日本語 が脳 内 に入 っている。 また、学
校以外 で は英語 が な くて も不便 を しない社会環境 であ るか ら、脳 の 日本語
型 の素地 は充分 に出来上が ってい る。た だ、極 々わず か な時 間(年間35週と
し、1授業時間を小学校の45分とすると、35×45=1,575分=26時間15分)しか与 え られ
て いない。
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　興味 を持たせ るための歌の指導 も、高学年になれば歌詞を知 りたいであ
ろうから、発音以外 に歌詞の指導 もあ り、英語学習にとって危険な日本語
の介入は避け難い。避けるためには周到な準備時間が必要になる。 また、
ゲームも楽 しいであろうが、勝つ ことに気 を取 られて英語への注意力は半
減する。
　英語の時間が楽 しいのは結構である。 しか し、 自発的学習 に結びつ く興
味は、歌やゲ._...ムではな く、 自分のことばとして英語で自己表現がで きる
こと、即ち、言いたいことが言 えることである。遊びなが ら学べるほど充
分に多 くの時間はない。少ない貴重な授業時間を大切 にしたい。
　 ただ単 に英語 が母語で ある とい うことで近所 の外 国人 を利用 した り、英
語 が不得 手な小学校 教師 に担 当 させ るので は、既 に 日本語型 に決 まってい
る脳 に対 す る英語 の導入 を年 間わずか26時間余 り(→イギリスで昼間の8時間、
英語に接して過ごすとしたら、3日と2時間)の授業 で効 率良 く行 な うこ とは難 し
いであ ろ う。
脳 の発達 か ら考 えれ ば9歳 以 降、 ゆ と りを持 たせて10歳の小学校4年 生
であれば、1週1回 で も、4年 生 ～6年 生 まで の3年 間が あれば、 日本語
を使 わな くて も理解 で きる教材 と、分 か りやす い手順 を踏 んだ指導の仕 方
をす るこ とによって、使 えるための英語 の手 ほ どきは可能 で あ る。(但し、
15名程度を上回らないクラスであること。)
　文部科学省が 目標 とする 「言語に関す る能力」「中学校 との連携 を図る」
ということは、事実上、中学英語の一蔀 になることではないのか?は っき
りと中学英語の前倒 しでよい。脳の発達か ら見て、母語 を確立 した後の英
語学習であるか ら、 日本人として、そ して個人 としてのアイデ ンティティ
も確立できていて非常に好 ましい英語習得の時期であるといえる・
　指導 の仕方には十分な訓練 を必要 とする。「英語=日 本語」が脳内に既
存す るとき、新 しく学ぶ英語が 日本語母語者の脳機構のバランスを崩 して、
脳本来の働 きが阻害 されるか ら、日本語母語者への初期英語指導の仕方は、
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日本語 に依存 してはならない。理論 を学んで訓練すれば、例えば、英語教
員資格 を持 った者なら誰で も指導できる。
　2008年度の予算 は去年の6.2億円をほんのわずかに増額 して6.3億円にな
ったが、 これも教師養成 を優先 して使えば、3年 後 にはかな り適切なスタ
ー トができるかも知れない。教師の養成がすべてに先ん じて行なわれるべ
き急務である。
　 それにして も、いずれ地球はどんどん狭 くな り、文化の交流は止 まるこ
とな く続 くか ら、純粋 に日本語だけでは過 ごせ ない。そこでは英語に限 ら
ず、 日本語以外 に何 らかの他言語 をきちんと使 えることは必須である。
　 しか し、「6歳の終わ りごろか ら8歳 の終 わ りごろまでの、言語 と情動
の機能が発達 し、言語の型が確立す る最 も大事な時期」(角田忠信 「脳の発見
　 脳の中の・J・宇宙」pp.11$119)には言語環境 を変 えずに、 きちん とした母語
を獲得 させたほうがいいのではないか。 この時期に、 日本全国の小学生が
全員、 どの語族 にも属さない特殊な日本語 とい う言語に英語 を混ぜた ら、
彼 らの頭の中でどのように結合するのか推測で きない。尤 も、言語の型 は
社会的環境によって決まるか ら、ほんの少 しの英語の時間を学校で過 ごし
たか らといって、大 した影響がでるとも思わないが、、、。言語 と文化 は表
裏一体である。新 しい言語が生 まれ、新 しい文化が創造 されるのか も知れ
ない。
　 しか し、全ての他の ものと同様、言語 も常 に変化 を続 ける過程の一現象
であるか ら・なるようにしかならない。ただ将来、 どのように変わろうと
も、　　 実は、過去か ら見た ら現在 も将来なのだが、だか ら常に、　　 言
語 を使 う者として最 も大切なことは、ことばの指示物を正確、且つ、明瞭
にすることである。それが出来れば、言語 はどのように変わっても、 こと
ばを通 して得 られる人類の平和 と存続にも望みが持てるのではないか?
従 って・ どの ような言語が現れようと、 ことばの指示物(・of,,ent)を明確 に
捉える指導は、言語教育にとって最 も大切なことである。
　われわれは・直接 的には実際の行為、間接的にはことばで協調す ること
によって・初めて安全 な社会生活 を送ることが出来る。言語教育が大切な
一32一
所 以であ る。
　　 cf.「人 と環境 を大切 にし、『断つ ・保つ』技術で社会 に貢献 してい ます。」
　　　　 とホーム ・ページに書 きなが ら、耐火材偽装 をした大手建材業者 「ニ
　　　　 チアス」、牛肉偽装表示の老舗高級料亭 「船場 ・吉兆」、秋 田 ・ 「比 内
　　　　 地鳥」、北海道 ・「白い恋人」、三重 ・「赤福餅」などなど、 ことばとref-
　　　　 erentとの意図的な不一致の企み、正に、2007年の 「偽」である。
〔本項 目　7)の、小学校英語の来年度予算の決定に関する資料、お よび、公的機関
等の情報は、成 美 堂 ・「小 学 校 英 語 メー ル マ ガ ジ ン」(編集責任者:井 上美佐
子)に 依 る。〕
8)脳と英語教育に関して依拠 した主要な文献:
*　 1.A.　Richards(1968)Designプbr　Escape,　World　Education　Through　Modern
　 　 Media,　Harcort,　Brace&World　Inc.
*　 角 田 忠 信 ・田 中 靖 政 ・大 森 荘 蔵 ・沢 田 允 茂(1986)「言 語 ・意 識 ・生 活 」(共
　 　 立 出版)
?
?
?
?
*
*
角 田 忠 信(1985)「脳 の 発 見 　 　 脳 の中の小 宇宙 」(大修館書店)
角 田 忠 信(1981)「右 脳 と左 脳 　 　 その機 能 と文化 の異質性」(小 学館)
角 田 忠 信(1978)「日本 人 の 脳 」(大修館 書店)
Mary　S.　Morain,　ed.(1969)Teaching　GeneYal　Semantics,　International　Society　for
General　Semantics
大石晴美(2006)「脳科学からの　第二言語習得論　英語学習と教授法開発」(昭
和堂)
山鳥 重(1985)「脳か らみた心」(日本放送出版'協会)
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NOTES　ON　PRINCIPLES　OF　BEGINNING　LANGUAGE　INSTRUCTION
Prepared　byI.　A.　Richards　for　a　UNESCO　conference　in　Paris　on　June　19,1947
??
??
??
??
??
??
??
??
??
10)
11)
We　 learn　a　new　sentence　or　sentence　element　by　seeing　how　it　applies　in　a　situ-
ation.
We　teach　by　so　presenting　the　sentence　and　the　situation　together　that　this　is
seen.
In　what　follows,　the　abbreviation　SEN-SIT　will　be　used　for　this　unit　made　up　of
asentence　in　the　situation　which　gives　it　meaning.
Teaching　a　language　effectively　consists　of　inventing,　arranging,　presenting,　and
testing　SEN-SIT　s.
For　each　language　there　is　an　ideal　order　in　which　its　SEN-SIT　s　should　be　ar-
ranged.
In　this　ideal　order:
a)The　 ambiguity　of　each　SEN-SIT,　in　its　place　in　the　order,　is　minimal.
b}　 Each　SEN-SIT　prepares　for　those　to　come .
c)　 Each　SEN-SIT　is　confirmed　by　those　which　follow.
d)Disturbance　 by　new　SEN-SIT　s　of　SEN-SIT　s　taught　earlier　is　minimal.
An　organic　sequence　in　which　each　step　supports　and　is　supported　by　the　others
may　be　achieved　by　GRADING.　Grading,　thus　understood,　is　qualitative　matter　of
the　relations　between　parts　in　the　sequence-not　a quantitative　matter　of　the　num-
bey　of　words,　etc.,　taught　in　successive　lessons.
When　 the　structure　of　the　sentence　corresponds　to　a　structure　easily　perceived　in
the　situation　the　SEN-SIT　is　said　to　be　clear.
Good　grading　begins　by　using　SEN-SIT　s　which　have　as　few　elements　as　possi-
ble　and　are　as　clear　as　possible.
The　structure　of　a　sentence　appears　to　a　learner　through　his　perceiving　how　its
elements　vary　with　the　corresponding　elements　in　the　situation.　Structure　is　the
form　which　persists　though　the　values　of　the　variables　change.
　　　　It　is　here.
　　　　It　is　there.
　　　　He　is　there.
The　words　we　 choose　in　teaching　structure　through　changes　in　the　variables
should　be　widely　useful　words.
34
12)
13)
14)
15)
16)
17)
18)
　 Useful　words　are:
a)　 Those　through　which　the　learner　can　USE　his　knowledge　as　quickly　and
　　　　widely　as　possible.
b)　 Those　which　best　prepare　for　the　instruction　which　follows.
c)　 Those　with　the　help　of　which　other　useful　words　can　be　explained.
In　English　the　most　useful　words(and　as　a　rule　the　most　frequent)are:
a}　 The　structural　words　in　the　first　column　of　the　Basic　English　Word　List.
b}　 The　names　of　the　most　demonstrable{picturable)common　things　and　their
　　　　qualities.
Among　them　we　should　use　frst　those　which　yield　the　clearest　SEN-SIT　s.
It　seems　wise　to　postpone　interrogatives　until　the　affirmative　word　order　has
been　established.
As　the　learner　advances　through　such　a　series　of　SEN-SIT　s,　he　must　be　exer-
cised　in　their　elements　and　structures　not　through　mere　repetition　but　through
experience　of　new　 SEN-SIT　 s　using　the　learnt　elements　in　varying　structures
and　using　the　same　structures　with　changed　elements.
Such　grading　makes　any　recourse　to　the　mother　tongue　unnecessary.　It　should
be　avoided　because　it　revives:
a)　 COnstYUCtlonS　used　in　the　mother　tongue,　the　chief　source　of　broken　lan-
　　　　 guage　learning.
b)　 Phonemes　of　the　mother　tongue,　the　source　of　mispronunciation.
c)　 Bi-lingual　associations　in　place　of　SEN-SIT　 s.　These　prevent"thinking　in
　　　　 the　new　language,"which　is　possible　from　the　first.
Translation,　a　desirable　xercise　at　later　stages　in　the　learning　of　a　language,　is
acause　of　much　confusion　and　wasted　effort　for　the　beginner.　A graded　presen-
tation‐through　rightly　ordered　SEN-SIT　 sequences‐can　 entirely　replace
"equivalents"and　explanations　in　the　mother　tongue
.
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